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[要約]
奄美諸島の民謡のなかで, かつて本土から移入された歌を本土系民謡と呼ぶことにする｡ 伝承
の過程において, 音楽面, 詞章面で多かれ少なかれ奄美化して, なかには想像もできないくらい
に変化したものも少なくはない｡ 本稿では, 行事に伴う歌, 遊び歌のなかから, 曲名, 歌詞, 歌
唱形式, ハヤシコトバ, 歌の背景等の比較を通して, 本土系民謡であることを特定した｡ その結
果, 曲名や歌詞などで本土系と分かるものもある反面, ハヤシコトバや詞形だけに頼るものもあっ





(１) 八月踊りの ｢おろしょめでたい｣ (奄), ｢さんだまけまけ｣ (奄), ｢うんだりまけ｣ (喜),
夏目踊りの ｢五尺手拭｣ (徳)
(２) 八月踊りの ｢今の踊り｣ (奄)
(３) 八月踊りの ｢おろしょめでたや｣ (奄)
(４) 八月踊りの ｢口説｣ (奄・喜)
(５) 八月踊りの ｢ホーラエー｣ (奄)
(６) 八月踊りの ｢忠臣蔵｣ (喜)
(７) 八月踊りの ｢祝付け｣ 系統曲 (奄)
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(８) ｢行きゅんにゃ加那節｣ (奄), ｢いんみぃやんみ節｣ (奄) など








には, 島の人々がそのことを知っているものと, そうと気付かないもの, また研究者としてもはっ
きりした証拠がつかめず推定に過ぎないものも存在する｡
私は, 個々の歌については, これまで折々にこの点を問題にしてきた〈注１〉が, その全体を
整理し発表したことはなかった｡ 本稿では, 推定曲も含めて何曲かをあげ, 本土系民謡である根
拠を示したいと思う｡
ただし今回, 民謡 (広義)〈注２〉のなかでも, 童歌〈注３〉や諸鈍芝居, 与論十五夜踊り,
沖永良部の遊び踊り, 各地の棒踊り, 竿打ち踊り等で歌われるいわゆる芸謡の類〈注４〉, そし
て神歌や口説類の長詞形叙事歌〈注５〉は除くこととした｡
そこで先ず, 個々の曲目検討に入る前に, 本土系とみなすための研究手法について述べておき
たい｡ 私には, 以下の方法が有効と考えられ, それを採用した｡
ａ. 曲名の比較
ｂ. 歌詞 (歌詞の内容そのものと, 詞形も含む) の比較
ｃ. ハヤシコトバの比較
ｄ. 歌唱形式 (歌詞反復, ハヤシコトバの入る位置など) の比較
ｅ. 歌の背景, 歌についての口碑の吟味
ここには ｢音楽的要素の比較｣ がすっぽりと抜け落ちている｡ これこそ最も重要ではないかと
いう声が聞こえてきそうである｡ しかし, 曲調というのは歌の移動, 時の経過に応じて最も変化
しやすい, というのが私のこれまでの研究から得た実感であり, かつ私自身に音楽研究の素養が
ないことも確かであって, この面ははずすこととした｡ ただし, 歌の継承者らが, 音楽的繋がり
をいうときにはそれを尊重した｡
以下, 行事の歌, 遊びの歌に分けて, 本土系とみなされる歌を検討してみる｡
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〈凡例〉
１. 民謡詞章 (歌詞, 歌詞反復, ハヤシコトバ) は, 全て下記文献よりとった｡〈 〉は本稿
で示した略語である｡
『南日本民謡曲集』 (久保けんお著, 音楽之友社発行, 1950年) 本書の頁は歌詞を紹介した部
分 (縦組) と楽譜の部分 (横組) とは分かれているので, 楽譜から引用したもののみ ｢楽譜＊
頁｣ と表記した｡〈久保〉
｢宇検村湯湾地区の民謡｣ (鹿児島民俗学会発行 ｢民俗研究 第５号｣ 1970年 所収)〈小川 a〉
『奄美民謡誌』 (小川学夫著, 法政大学出版局発行, 1979年)〈小川ｂ〉
『南島歌謡大成 Ⅴ奄美篇』 (田畑英勝ほか編, 角川書店発行, 1979年)〈大成〉
『日本民謡大観 九州篇(南部)・北海道篇』 (日本放送協会, 日本放送出版協会発行, 1980年)
〈大観 (九州) 〉
『奄美民謡とその周辺』 (内田るり子著, 雄山閣発行, 1983年)〈内田〉
『日本民謡大事典』 (浅野建二編, 雄山閣発行, 1983年)〈民謡辞典〉
『琉球芸能事典』 (當間一郎監修, 那覇出版社発行, 1992年)〈琉球事典〉
『日本民謡大観 (沖縄・奄美) 奄美諸島篇』 (日本放送協会編, 日本放送出版協会発行, 1993
年)〈大観(奄美)〉
２. 文献より詞章引用にあたっては, 奄美の場合, 歌詞部分をひらがなで, ハヤシコトバをカタ
カナで表記し, 相方ハヤシ (掛け合いの場合, 相手方が歌うハヤシ) を ( ) でくくった｡
楽譜から詞章をとる場合, 引っ張る音はそれを省略したものもある｡ 本土, ないし沖縄の詞章
は, 原文通りとした｡ 改行は全て筆者が変更した｡
３. 共通語訳は, 詞章の右側に筆者が行った｡
４. 本稿に奄美大島という場合, 加計呂麻島, 与路島, 請島を含めた｡ ( ) 内に, 奄, 喜,
徳, 沖, 与としたのは, それぞれ奄美大島, 喜界島, 徳之島, 沖永良部島, 与論島の略である｡
１. 行事の歌
(１) 八月踊りの ｢おろしょめでたい｣ (奄), ｢さんだまけまけ｣ (奄), ｢うんだりまけ｣ (喜),
夏目踊りの ｢五尺手拭｣ (徳) など
奄美大島, 喜界島, 徳之島に, 八月踊り, ないし七月踊り, 夏目踊り, 浜踊りなど称する集団
歌舞がある｡ 沖縄も含めた南島では, 旧暦７月, ８月が１年の折り目とみなされた時期であり,
いろいろな祭り日が集中する〈注６〉｡ そこで欠かせないのがこの踊りである〈注７〉｡
そのなかに ｢ヤイキョラサ｣ 系統のハヤシコトバを持つ歌が奄美大島, 喜界島, 徳之島の各地
に散在する｡
① ｢おろしょめでたい｣ (奄美大島・宇検村湯湾)〈小川 a 180頁〉














③ ｢うんだりまけ｣ (喜界島・喜界町荒木)〈大成 417頁〉
うんだりまけまけ うんだり (意不詳) 撒け撒け
でくねぃだーハねぃヨーのろち 大根種下ろせ
ハレよのオちソーなてれば よのち (意不詳) 育てれば
やらちさーかな やらち (意不詳) 肴
ヨイコレサ ヨイコレサノ ハレホノ









①の ｢おろしよめでたい｣ の場合, 本土民謡の基本的な歌詞として全国で歌われる
嬉しゅ目出度の 若松様よ 枝も栄ゆる 葉も繁る〈大観 (九州) 308頁〉
の奄美化したものであることは明らかである｡
② ｢さんどまけまけ｣ と③ ｢うんだりまけ｣ の歌詞については, 私は本土民謡に見出し得てい
ないが, この２つは類似している｡ 詞形的には, ｢さんだまけまけ｣ は７７７５調のいわゆる近
世小唄調で, 本土の影響を考えざるを得ない｡ ｢うんだりまけ｣ は８８８６調(琉歌調)になって
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いる｡ その変化の様は興味深い｡
｢五尺手拭～｣ の歌詞は, わが国近世の歌本 『落葉集』 などに類歌が出ていて知られたもので
ある｡〈事典 194頁〉
｢五尺手拭節｣ ｢五尺節｣ という名の歌も全国にかなりの数存在する｡
なお, ハヤシコトバについてであるが, そのなかの ｢キョラサ｣ または ｢ギョラサ｣ は, 奄美
では ｢きれいな｣ という意味の方言である｡ 私は, 本土民謡のなかには見出していないが, 別の
ハヤシコトバを持った唄が入ってきて, いつか奄美化したものであると考えている｡
なかで, ｢うんだりまけ｣ はこのコトバが欠落しているが, ｢ヤイキョラサ｣ は容易に ｢ヨイコ
レサ｣ に変化し得るし, または ｢ヨイコレサ｣ から ｢ヤイキョラサ｣ になっていったと考えるこ
とも可能である｡
このほかに, 同系統の歌として, ｢一合二合｣ といわれる曲があげられる｡ 歌詞は詞形的に不
定形だが, ハヤシコトバが一致する｡
(２) 八月踊りの ｢今の踊り｣ (奄)






をどりならえばハレ ハーイヤ チョーイト 踊り習えば
いまならえ 今習え
アレコレ チョーイ セー






１番の歌詞は, ８８７５調という変則であるが, 言葉自体が共通語であり, ７７７５調歌詞の
奄美化したものといえよう｡ ２番は全くの奄美方言による８８８６調歌詞である｡ しかし, 曲名
と打ち出しの歌詞から本土系とみなすことが可能である｡
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(３) 八月踊りの ｢おろしょめでたや｣ (奄)









いわゆる ｢めでためでた｣ 系の歌詞を, 複雑な反復形を持って歌われている｡ なかでも５行目
の ｢さかえる・えだも｣ は ｢えだも・さかえる｣ を逆さにした特異なものである｡ この歌われ方
は本土の ｢投げ節｣〈注８〉などと同じであり, その影響は看過できない｡
(４) 八月踊りの ｢ふどき (口説)｣ (奄・喜)

















いない｡ このことからも本土系であることは確かだが, 沖縄や奄美でも徳之島に多く伝わる ｢口
説｣ が本来, 本土のものであるというのが定説である〈注９〉｡ ちなみに, 島の多くの人たちも
この歌の節回しが, 沖縄の口説の節と似ていることには気付いているようである｡


















この最後の方のハヤシコトバは, 海の仕事歌に相応しいものである｡ 何時の時代か, 奄美にも
それが入って, 先ず諸鈍芝居に取り入れられ, そして八月踊りの１種目になったものと推定され
る｡




















礼的な歌である｡ 曲名は, 地域によって ｢祝おえ｣ ｢あらしゃげ｣ ｢しょうししゃれ｣ ｢誇らしゃ｣
｢宮踊り｣ などなどと多様で, かつその歌詞も様々であるが, 歌唱形式の上で一致点がある｡
２種例示する｡



















①②とも, 曲名も歌詞も奄美のコトバで, これだけでは本土系ということはできない｡ 問題と
すべきは, 下の句反復とハヤシコトバ ｢ヨンドー｣ ないし ｢ヨンノー｣ である｡
奄美の民謡で, 下の句を反復して歌う曲はきわめて多い｡ なぜ, 下の句反復をするのかといえ
ば, それは念を押すことが主な役割である｡ 奄美では, かつて複数の人たちが歌を掛け合う, い
わゆる歌問答が盛んであった｡ そのためには, しょっちゅう歌詞を繰り返して相手方に分からせ
るとともに, 相手に歌詞を考えさせる余裕を与えることが必要だったのである｡





この形のものは, この系統の歌にしかないきわめて稀なケースである｡ ただ相手に, 念を押す
ためだけの反復ではないことが分かるのである｡ なぜ, このような複雑な反復をするのか｡ ここ




繰り返すことになるが, 最初は ｢えだもさかえる｣ の句をひっくり返したものである｡ この形
は, 本土である時期盛行したことがはっきりしている｡
私はここで, ｢祝い付け｣ 系統の歌も, 最初は３句目を繰り返すとき, ひっくり返して歌って
いたのではないかと推定する｡ そうすれば, ２度まで繰り返すことに納得がいくからである｡ し
かし, 何度も歌ううちに逆さにすることを忘れ, ２度そのままに繰り返すだけになった, という
ものである｡
ここで, 本土から入ってきた歌をあえて特定するならば, すでに (３) でもふれたが, 明暦か









ここで ｢祝い付け｣ 系統の歌に付きものの ｢ヨンナー｣ ｢ヨンゾー｣といったハヤシコトバと
｢投げ節｣ の ｢ヤン｣ というコトバの関連を考える必要がある｡
｢ヤン｣から ｢ヨン｣ への変化はそれほど無理をしなくとも起こり得るのではないか, という
のが私の現時点での結論である｡
歌詞反復のことはさし終えて, ｢ヨンナー｣ 系のハヤシコトバを持つ歌を奄美, 沖縄の歌のな
かから探して, ｢奄美, 沖縄におけるヨンナ系ハヤシ詞の歌謡｣ という論文を発表したことがあ
る｡ 沖縄の ｢かじゃで風｣, ｢花風節｣, 八重山のまき踊りの歌をはじめ, 奄美大島の｢道払れ節｣,




(８) 餅貰い行事の ｢ドンドン節｣ (奄・喜・徳)




曲種はいくつがあるが, ほとんどが ｢ドンドン節｣ であるといって間違いない｡












歌詞は８８８６調で本土の７７７５調ではないが, ｢ハラドンドン サマイトサンセ｣ のハヤ


















が載っている｡ この ｢道琉球｣ とは, ｢道の島｣ すなわち奄美諸島を指すと思われ, 先の歌詞と
結びつくものであろう｡
もう一点, 細かなことだが, 留意すべきことがある｡
｢餅給れ｣ の ｢うちはやるナー｣, ｢どけ踊り｣ の ｢みればナー｣ ｢はなざかりナー｣, 『俚謡集』
の ｢はやりなー｣ の ｢ナー｣ が, 歌詞の一部ではなく, 歌詞にプラスされたものだということで
ある｡ 奄美でも本土でも, この ｢ナー｣ をもっと頻繁に加えて歌う地域があり, 私は全国の ｢ド
ンドン節｣ に共通な現象だと思っている｡
なお, 奄美の ｢ドンドン節｣ は, 餅貰いだけの歌ではなく, 八月踊りにも, 沖永良部の ｢遊び
踊り｣ といわれる芸能にも, 子どもの遊びなどにも広く用いられている｡ ただ, 餅貰い行事と最
も繋がりが深い歌であるという印象は強い｡
２. 遊び歌
遊び歌というのは, 特別な目的がなくても, 楽しみのために歌われる歌のことである｡ 奄美で
シマウタといわれものがそれで, 普通, 歌遊びといわれる場で, サンセン(三味線)を伴奏に歌わ




















曲名は, 土地によって ｢どくちょう｣ などと訛るところもあるが, ｢ろくちょう｣ が標準的な
呼び名で, 本土に広く伝わる ｢六調｣ ｢六調子｣ に繋がることはいうまでもない (注13)｡
歌詞は, 上にあげた最初は奄美方言で歌われているが, ７７７５調である｡ 後は, 既出の本土
民謡の代表的歌詞そのものであることは繰り返すまでもない｡
｢ヨイヤネー｣ というハヤシコトバも, この歌の系譜を探るには重要である｡














奄美では全体に, ｢六調｣ と組をなしている, という意識がある｡ ｢六調｣ に比べてテンポがゆっ













ここで問題にすべきは, ｢オハラハー｣ というハヤシコトバである｡ ここで今日, 鹿児島民謡
の代表曲とされる ｢鹿児島オハラ節｣ との関連が考えられる｡






３句目と４句目の間に入る ｢オハラハー｣ というハヤシコトバは, この曲名の由来を語ってい
るが, その流れを辿っていけば, ｢越中おわら節｣ や ｢津軽おはら節｣ などとも同じ系譜を持つ
こととなる｡
また, 『日本民謡大観 九州篇 (南部)・北海道篇』 のなかの挿入記事, ｢姓がヤッサでオハラ
は名前｣〈339～341頁〉によると, この歌は最初の頃は ｢天草｣ と呼ばれ, 次に ｢ヤッサ節｣ と


















歌詞は全体, 奄美方言で歌われているが, １首目が６８７５調, ２首目が７７７５調 (｢りぃ




うぎきりしわじゃ うぎ (砂糖黍) 切りは世話だ
をぅぎぬたかぎり うぎの高切り
ふだはきゅり 札 (罰札) を穿くことになる
〈大成 461頁〉
のようなうぎ (砂糖黍) 刈りの歌詞がよく歌われ, ｢うぎ切り節｣ という所もあると聞く｡ 糸と
いい, 砂糖黍といい, 薩摩藩と深い関わりがあった産物であり, 本土から下った奨励歌があった
としても不思議ではない｡




奄美大島の全域と, 徳之島の一部に伝わる歌｡ ｢シュンカネ節｣ という曲名はハヤシコトバか
ら付けられたものである｡ 本土系だと考えられる根拠も, ｢シュンカネ｣ というハヤシコトバに
ある｡
｢シュンカネ節｣ (奄美大島・奄美市笠利町用)〈大観 (奄美) 491頁〉











問題の ｢シュンカネ｣ というハヤシコトバであるが, 沖縄に ｢シュンカニ｣ ｢スンカニ｣, 本土





















｢ションカネ節｣ は歌詞は沖縄方言で, 詞形は８８８６調 (初句のみ字足らず７音) でこれで
けでは本土系とはいえない｡
｢ションガ節｣ ｢さんさ時雨｣ の歌詞は７７７５調である｡
柳田國男は 『民謡覚書』 (ちくま文庫版 『柳田國男全集18』 55頁)〈注15〉のなかで, ハヤシコ
トバの ｢ションガエナ｣ が, 船人によって南は沖縄の与那国, 北は奥州の ｢さんさ時雨｣ までも
たらされたと記しているが卓見である｡ 奄美の ｢シュンカネ節｣ は, 地理的, 文化的に近い関係
にある沖縄から移入された可能性は強い｡ しかし, その元は本土であったということになる｡
(５) ｢数え歌｣ (奄)

























これも数え歌である｡ 今日, 徳之島にのみに伝わるこの歌は, 島民に砂糖作りを勧める歌とし
て, 詞は誰かによって作られたものと考えられるが, 曲はもともと鹿児島本島にあった数え歌で
あることがあきらかである｡








同じ数え歌でありながら, 前項の奄美大島の ｢数え歌｣ とはかなりの隔たりがある｡
最終句 ｢とらしょんかいな｣ をみれば, １の (５) にあげた八月踊り (喜界島) の ｢忠臣蔵｣
と異名同曲であることに気付かれるであろう｡ 本土系民謡であることはいうまでもない｡
(７) ｢数え歌｣ (沖)











記録されているのはこれだけであるが, ７５７４７５５調 (３句目４音は字足らず) という特異
な詞形である｡ これも前項と同じ理由で本土系とみなされよう｡
(８) ｢行きゅんにゃ加那節｣ (奄), ｢いんみやんみ節｣ (奄) など
いずれも島の人気曲で, これらが本土系の民謡であることにはほとんど気付く人はいないよう
である｡












なばんがさいじゃちゅてぃ 南蛮瘡 (梅毒) が出て
からしゅかでゐ からしゅ (塩辛) を食べたから
ソラからしゅかでゐ (５句目反復)
この２曲が, 歌われている中味が全く違っていながら, 異名同曲であることは多くの人が気付
いている｡ ２つを並べてみるとき, ５８５８５調に近いもので, 最終句が繰り返されて歌われる
点でも一致している｡ 問題のもう１つは, ５８５８５調の８音である｡ 奄美, 沖縄民謡の基本的
詞形である８８８６における８音との関係が当然考えられるが, 実際は全く異なる｡ ５８５８５
調の８音は, ｢わきゃくとぅ・わしぃりぃてゐ｣ ｢なきゃくとぅ・うめばや｣ ｢みぃはなや・きりぃ
たん｣ ｢なばんがさ・いじゃちゅてぃ｣ のように４＋４の８音でありるのに対し, ８８８６調の
８音は, ｢きよぬ・ほこらしゃや｣ ｢いつよりも・まさり｣ のように３＋５, ないし５＋３の８音
なのである｡



























時に７音も出てはくるが, ４＋４の８音が少なくはない｡ 以上のように, 詞形からみるだけで
も本土系民謡といってよいものだが, ではこれらの歌の元となったものが具体的に見出せないの










このことから分かることは, 相方ハヤシは別として, ともに共通の曲 (節) で歌えるというこ
とである｡ つまり, この２曲は異名同曲の可能性がきわめて強いといわなければならない｡
そこで次に, ｢行きゅんにゃ加那節｣ ｢いんみやんみ節｣ の５８５８５形５句体歌詞の成立を考
えてみたい｡
もともと ｢ひとつとせ｣ に続く８５８５調歌詞が, 数え唄である必要がなくなったとき, その
２句目の文句 (５音) を頭にもってきたのではないかということである｡
(９) ｢くるだんど節｣ (奄・喜・徳), ｢ちょうきく女節｣ (奄・徳), ｢いそ加那節｣ (奄), ｢取っ
たん金くゎ｣ (徳)など
前項にあげた ｢行きゅんにゃ加那節｣ ｢いんみやんみ節｣ と共通する歌詞が歌われる曲がある｡
それぞれがどういう関係にあって, どのように出来上がった歌かはまだよく分かってはいないが,
ここにそれぞれの歌われ方をあげておく｡












５８５・５８５調 (ＡＢＣ・ＤＥＦ６句体) 歌詞のＢＣ, ＥＦが反復されているのが特徴であ
る｡ ５８５調 (ＡＢＣ) のＡの文句とＣの文句が同じため, ＣはＡの反復ととられかねないが,
意味上, ＢＣの文句が先にあって, ＡはむしろＣの反復であることが分かる｡ 従ってここでは,
ＡＢＣを３句体とみなすこととした｡ 以降, この形のものはこれに習うものである｡
またこの歌は上の句, 下の句同じ旋律で歌われるのも特徴である｡


















③ ｢うっしょばる風ちょうきく｣ (徳之島・徳之島町亀津)〈小川ｂ 197頁〉










曲名から奄美大島の ｢ちょうきく女節｣ の流れであることが分かる｡ これも上, 下同じ旋律で,
５７５・５８５調が歌われているが, 音数は７音を伸ばすことで調整している｡ 歌詞反復も前の
２つの歌と変わらない｡












⑤ ｢取たん金ぐゎ｣ (徳之島)〈久保 楽譜127頁〉
とゥたんかねぐゎヤーレ 儲けた金ぐゎ(接尾語)





５８５・５８５調 (｢たん｣ ｢なん｣ を１音みなす) で上・下同一旋律である｡
以上より, ①②③は異名同曲といってよいものであり, ④と⑤とは別曲である｡














｢五尺手拭｣ の歌詞は全国に知られた歌詞で, 江戸期の歌本にも出てくるものである｡ それは
以下に示すように７７７５調であるが, この歌では８８８８調に近いものになっている｡ (この
本では, 上の句, 下の句それぞれ独立した歌詞とみなしているので, 正確には１番も２番も８９
調２句体である)
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歌唱法の１つの特徴は, ｢五尺ヘンヨー手拭｣ のように, ８音の句の間にハヤシコトバが入る
ことである｡








｢ヘンヨークン｣ と ｢コノヒヨ｣ ではかなり異なりはするが, 入り方は全く同じである｡
実は, この部分は ｢イヨコノ｣ というコトバが入るところが全国的に多く, 元禄頃のはやり歌
であったことも知られている〈民謡事典 64頁〉｡









以上, 18項目にわたり奄美の本土系民謡をあげてみた｡ 中には, いくつもの条件に合致してい




しても, 歌自体の価値はけっして減じないということである｡ その発端はともあれ, すっかり奄
美の歌になって伝承されているということが, 価値あることなのである｡ かねてからの私の印象
であるが, 歌の系譜調べは, らっきょの皮剥ぎに似ている｡ 皮剥ぎの行く着くところは, 仕事の







１. ｢奄美のドンドン節｣ (日本歌謡学会刊 ｢日本歌謡研究 10号｣ 1970年 所収), ｢奄美沖縄におけるヨン
ナ系ハヤシ詞の歌謡｣ (沖縄文化協会刊 ｢沖縄文化 33・34合併号｣ 1971年, 所収) など｡
２. 民謡は一般庶民の歌という考え方から, 芸謡, 神歌などを民謡には入れない研究者もいる｡
３. 奄美にはもともと ｢童歌｣ というコトバはなく, ｢ワラベユンゴト｣ などといわれる｡
４. 奄美の芸能は, 多く年間行事と密接な関係をもっているので, 芸謡といいきるには無理がある｡
５. 神歌は, ノロといわれる女性司祭者やユタといわれる民間の巫者によって伝えられてきた神祭りのため
の歌を指す｡ 口説は, 一般の人にも歌われるが, 一連の出来事や島の風物などが歌われている｡
６. 島々によって異なるが, 例えば奄美大島では, アラセツ, シバサシ, ドンガなどという祭り日がある｡
７. 八月踊りは集落単位の踊りで, 集落の広場で踊る所や, 家を一軒一軒訪ねてそこの庭で踊る場合がある｡
８.〈民謡事典 368頁〉 ｢投げ歌｣ の項など参照
９. 沖縄の｢チョンダラー｣といわれる本土渡来の芸能にも ｢口説｣ があり, 奄美にもその流れが入ってきた
可能性が高い｡
10. ｢諸鈍芝居｣ は, 加計呂麻島の諸鈍集落に伝わる国指定の民俗芸能であるが, この芸能の始まりに, 出
演者が歌を歌いながら楽屋に入ってくる｡ この道行きを ｢楽屋入り｣ という｡
11. ハツブロ, タネオロシ (いづれも稲籾の種蒔きを意味する) などといい, 旧８月から10月にかけての庚
申の日に行う集落が多かった｡
12. 直径3,40センチほどの木製の枠の両面に, 山羊や牛の皮を張った太鼓｡ ｢チジン｣ というのは, ｢鼓 (つ
づみ｣)の訛りである｡
13. ｢六調｣ という名称については, 諸説あるが定説はない｡
14. 『奄美民謡大観』 (文潮光著 自家版 1933年) に, 糸取り所は現奄美市名瀬の観音寺の隣にあって, 各
間切(昔の行政区画)から若い男女が徴用され, 仕事をしたと書かれている｡
15. 1940年 (昭和15), 創元社から ｢創元選書47｣ として発行された｡
16. 『梁塵秘抄』 (西郷信綱著, ちくま文庫, 1990年) 19頁より引用
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